参段

＜上段＞

１．日々の練習での心がけについて述べなさい。／５．弓道修練をいかなる気持ちで行っているか述べなさい。
　　弓道の試合では的中数で勝負が決まり、それゆえ多少型が崩れてしまっても的中が落ちることが気になり、なかなか射技を改める決意ができないことがあります。
　　しかし、そのような時にふっと我に帰り、弓道を初めて見たときのことを思い出します。初めて弓道を見たときにそのかたちの美しさに思わず見とれ、自分も弓の道に入ることを決めた時の気持ちがよみがえるのです。もし弓道が的中のみで競うスポーツだったら、自分は弓道を始めていなかったかもしれません。つまり弓道が美しいということは、私の弓道人生の原点でもあるのです。そう考えると、迷いは消え、射技を上達させることに必死になることができます。

私が今的前で心がけていることは縦線の伸びです。気を緩めると体が縮こまってしまうので、体を使って大きく弓を引き分けるという基本的なことを忘れぬよう、射位に入る前に必ず意識するようにしています。
また、他人の射についても的確なアドバイスができるようにしたいと考えています。自分よりも弓歴が浅い後輩たちの手本となれるよう、礼儀作法も含めて『美しい弓道』を目指し日々精進していきたいと思います。

大学のころはとにかく的中であり、試合であてることが全てであった。「手の内が悪い」といつも言われながらも、的中さえ保持していれば直すことはあとでいいという考えがあった。

　　しかし社会に出て改めて弓道を始めるにあたっては、とにかく射技を上達させたいと思った。道場の先生方の指導をあおぎ、ようやく自分自身で納得できる引きができつつある。私が的前に立ったときに最も気にしていることは縦線の伸びであり、つい手先のことにとらわれ、体を使って弓を引き分けるという基本のところを忘れてしまいがちだからである。

　　また、他の人の射もしっかり見て、一言言えるようにしたい。私よりも弓歴が浅い人や初心者のお手本になれるよう、一本一本を大切に射技の向上をはかりたい。

最後に弓道修練とは射技だけではない。日常の弓道場での礼儀作法などにも心を配り、誰もが弓道を楽しめる雰囲気を大切にしようと心がけている

２．弓道修練の実生活への応用について述べなさい。

　　弓道は、正確さが要求されるという特性を持つゆえに、技術のみならず精神力を必要とするスポーツです。そもそも弓道の本質は自己と弓矢的の合一にあり、その実践のためには情緒の安定が不可欠で、冷静・自制・分析・決断といった精神機能の増進が図れると思います。特に会に入り気息を充実させ、離れに至る瞬間には並々ならぬ集中力が必要であるので、私は、一射一射を通して集中力を養ってきたように思います。私は現在大学で医学を学んでいます。近年では医療ミスが続発し大きな社会問題になっていますが、これらは一概に医師や看護婦の一瞬の気の緩み、集中力の欠如から生じるものだと思います。私にとって弓道で培ってきた精神力、特に集中力が、これから医の道を歩む上で大きな力となってくれると思います。

　　また、弓道を通して礼の大切さを学んだことで、普段の生活における礼に生きていると思います。他者への礼やあいさつを常に忘れず、自然に発することができるようになることで、人間関係はより良いものとなると思います。

　　また、何事に向かう際にも、見かけのみならず、心から全力で取り組まないといけないということを、弓道を通して学びました。これは、技術のみならず精神力が必要とされる弓道というスポーツだからこそ学ぶことができるものと思うので、その学習は私にとってとても貴重なものだと思います。

　　このように私は弓道の奥深さを知り、弓道に惹かれたことで『求道』の精神が培われたと思っています。

　　弓道を始めてまだ年数は経っていないのですが、実生活に知らず知らず活かされているものに気づくと嬉しくなることが多くなりました。

　　それは、例の大切さが第一に挙げられます。道場の入退場の際の礼は、仕事場への礼に生かされています。また、他者への礼や挨拶も自然に発すると気持ちまでよくなり、人間関係をよくする大事な要素であると思います。

次に、静かな道場での稽古は、集中力を身につける大事な時間となりました。限られた時間内で仕事をする時に欠かせないものの一つだからです。

さらに、的に向かった時の心の有り様が射にあらわれるといわれますが、仕事や人に向かった時の心の構え（無心も）が大切だと思えるようになりました。

　最後に、人に教える仕事において、学ぶ体験を常に持ち続けることの重要さを知ることが出来たことと、弓道の道の深さを知り、魅力に引きつけられたことで、「求道」の精神に出会えたと思っております。
３．射を行う場合の平常心について述べなさい。
　　弓道は、厳しい自己統制と情緒の安定を要求される武道です。なぜならば、心の安定は正しい身体の活動や正しい精神の充実に必要不可欠なものだからであり、三位一体を形成する大きな要素だからです。三位一体とは身体・心気・弓技の安定が合一して一体となるものであり、弓道の基に位置する理念であります。これについて礼記－射義－では、『内志正しく、外体直くして、然る後に弓矢を持ること審固なり。』、また射法訓では『心を総体の中央に置き』とあり、心気の安定がいかに大切な要素であるかを表しています。
　　弓道において、体の構えや起居進退は、しっかりと心に銘じ、心に覚えて動作することで、生気体となります。また射法八節はそれぞれが重要な意味を持ち、それを意識して行うことで初めて真善美を目指すことができます。すなわち平常心は射義において根底に位置するものであり、必要不可欠なものであります。
　　平常心とは日常無為に過ごしたり、休息時の心の状態ではない。的に向かって矢を放す以上、正確な貫徹力のある矢を的に集中させることが至上目的である。そのためには、内的には、煩悩を去って生気をたたえ、誠をつくす覚悟が必要であり、外的には体の構えにも起居進体にも隙がなく、自然体を保持して作法にかなった体配が必要である。

　　しかし、いざ的前に立ったとき、普段の力を発揮できないのが常である。その原因として内面的には恐れ・自信喪失・気後れ・中て気・射り気・慢心・物欲・名誉欲・競争心などがあり、また外的原因には周りの状況による心の動きや、耳から入る刺激により自信・集中力をなくし、上がるものである。つまり平常心を失った状態である。

　　これらを克服するためには、前述の原因となる心の動きを排除し、普段の訓練の中で息合いの調整、気力の充実を体得し、気力の充実を体得し、集中しなければならない。・・・（すみません、途中で切れていました。）

４．今日までの弓道修練で、あなたの得たものは何か述べなさい。

　　弓道を始めてからまず感じたことは、他のスポーツと比較して『精神の安定』という要素が重要だという点です。弓道では、試合で勝ちたいあまり的中を意識しすぎると心のバランスが崩れ、射が乱れてしまいます。そしてそれと同時に的中さえ離れていってしまいます。

　　今私が心がけていることは射法八節の見直しであり、発射に向けて八節一つ一つを丁寧に積み重ねていくようなイメージで行うようにしています。その際一つ一つがちぐはぐすることなく、心気の安定を図りながら流れるように弓を引くことを意識しています。的中は矢数をかけることである程度向上しますが、美しい射は常日頃からの精神の充実があってこそはじめて成立するものであり、それによってはじめて弓道の最高目標である『真善美』を追求しうることができると考えています。

　　このように私は、弓道修練を通して、精神の平常や充実があって初めて物事は真に達成されるということや、一つ一つの段階を丁寧に積み重ねていうことでようやく最終段階が成立し、そこで初めて目標を追求することができるのだということを、実感として学ぶことができたと考えています。
＜下段＞

１．射法八節を列記し残心について述べなさい。

　　足踏み、胴造り、弓構え、打ち起し、引分け、会、離れ、残心

　　残心とは射法八節の最後に位置しており、射の総決算です。精神的には残心、かたち的には残身といいます。残心とは会ではたらいていた力の方向が離れに作用し、最後に静止した姿勢であり、従って自然な姿勢である。気合のこもったままで離れの姿勢を崩さず、体は天地左右に伸張し、眼は矢所の着点に注いでいなければなりません。また、縦横十文字の規矩を堅持していることも必要であります。前述のように残心は射の総決算であるゆえ、残心のよしあしによって射全体の判別ができると同時に、逆に、一貫した射が立派に完成したときは残心も自然と立派になります。

　　また、弓倒しや物見戻して足を閉じるといった動作は全て残心に含まれるものであるという気持ちで、気合を込め息合いにあわせて行うことが肝要だと考えます。

２．引き分けの際に注意すべき事項を述べなさい。
　　会は引き分けの無限の活動といわれている。すなわち八節に従い、打ち起こしから引き分けに入り、会に至るのであるが、正しい引き分けが出来なければ弓を引くときのクライマックスといわれる充実した会が望めないと思う。

　　そのためには、矢を水平に下ろす、角見を効かす、両手の力のバランスを考える、三重十文字や五重十文字の規矩を守るなどが十分に配慮されなければならない。

　　引き分けた弓の中に体が割って入るような引き分けが出来た時、会におけるときに大切な恐怖心・執着心を取り去り、冷静・沈着・集中力、そして気力の充実へとつながっていくものだと思う。ここに引き分けと会の関連性がある。
会は『無限の引き分け』といわれ、それまでの諸動作の集大成です。すなわち引き分けは、その集大成に向けた重大な要素であり、充実した会には正しい引き分けが必要不可欠です。
　　そのためには、矢は体と平行に並ばせ、的に向かって水平を保ちつつ左右均等に引き分けることや、角見を効かすこと、三重十文字や五重十文字の規矩を守ることなどに配慮することが必要です。腰を中心として胸の中筋を意識し、息合いと協応して、静かにゆっくり体を弓の中に割って入る気持ちが必要です。そのような引き分けができたとき、弓体が一体となり、会における集中力や気力の充実へとつながっていくと考えます。
３．『大三』のとり方の留意点を述べなさい。

　　大三は外観的には形がとまっているように見えるが、体の全体の働き（張り）を意識しなければならない。大三においては、押大目引三分一といわれるように、右手は左手の３分の１の力、左手は多めに押し切ることが肝要である。左手は左足先方向に水平に押し出し、肘上に的が来るようにする。右腕は肘を上に伸ばし、弓の力を肘で受けるつもりで引き分ける。額とかけの間には拳が一つ入るくらいに開ける。このとき、矢が上を向いてしまう『鳥打ち』にならないよう、矢を水平に保つよう心がける。また、両手の手の内が崩れないよう気をつけなければならない。大三は射の運行の中心となる引き分けの出発点であり非常に大事なので、これらのことに留意せねばならない。
４．『会』の構成について述べなさい。

　　会は引き分けが完成された状態であり、『無限の引き分け』であるともいわれています。会はそれまでの諸段階の集大成であり、それゆえそれまでの射法八節が正しく行われたうえで構成されなくてはなりません。
　　会において重要なことは『詰合い』と『伸合い』です。会の根本の条件は縦横十文字の規矩を正しく守り、五重十文字が構成され、詰合いが十分であることです。詰合いとは縦の線と横の線からなり、縦横十文字の基本体型が肝要です。また伸合いとは気力の充実であり、気息を丹田に収めることで離れへとつなぐものです。これは会において絶対不可欠の条件です。
　　会においては、的への執着心や雑念を去り、正しい信念に基づいて克己、冷静、忍耐、決断力等の心気の充実に努めるなどといった、内面的な要素が求められていると考えられます。
　

　　会とは離れの前段階の状態のことを言うが、それまでの動作（足踏み・胴造り・打ち起こし・引き分け）が正しく行われた上で構成されねばならない。

　　つまりは、足・腰・脊柱・頚椎といった縦の線と両肩・両腕・両手首・両手指といった横の線とで縦横十文字を構築し、肘の運行に伴い構成される五重十文字（弓と矢・押手の手の内と弓・弽の拇指と弦・胸の中筋と両肩を結んだ線・首筋と矢）の基本体系がしっかりできてこその会である。

　　気息を丹田に収め、気力を充実させ次なる離れへとつなぐものであるから、的に気をとられたり、離れへの迷いなどを払いのけることが重要である。

　　会とは一応の射の完成とも思えるが、それは外形的なことであり、内面的には自己統制と情緒の安定が求められる弓道の見せ所である。

　　それは次の離れや残心にも大きく関わるものであるから、内面的な弱さを克服できるよう、日頃の練習においても十分気をつけたいものである。

５．巻藁稽古の意義について述べなさい。
　
６．三重十文字について述べなさい。

　　三重十文字は、会における『詰合い』のうち、縦線を構成するものです。両足底－腰－両肩が、上方から見たとき正しく一枚に重なり、脊柱、うなじが上方に伸び、下半身を安定させるとともに上半身を伸ばします。これを三重十文字と称し、縦線を構成する基本条件とされています。この縦線と左右両腕の張り合いからなる横線とが総合して働くことで、縦横十文字の規矩が構成され、良射へとつなげることができます。
　　三重十文字には両ひかがみのはたらきが大切です。ひかがみとは足の膝関節の裏側で、両足の安定をはかるためにこれを張ることが大切です。
